
  
  

 
 
 
 
 

 
 青少年相談センター前の花壇（平成 29年 6月撮影）      

 
青少年相談センターに勤務するようになり７年半が経とう

としている。学校に勤めていた時にも、カウンセラーと連携

したり、生徒のことで相談室を訪れたりすることはあったが、

一員になってみると新たな発見も多い。 

特に印象的なのが「面接室」だ。全体的に淡い色調でまと

められ、時計・カレンダー・ソファー・テーブル、テーブル

の上にはティッシュが置かれているだけで、学校にはない異

質な空間である。 

そして、改めてカウンセラーと話をしてみると、彼らの話

し方が非常にゆったりと穏やかなこと、必ず面接の終了時刻

を守ることに気づく。そこでは、今までの「相談」のイメー

ジとは異なる「カウンセリング」が行われていた。 

青少年相談センターでは、青少年に関する教育相談全般を

受けている。多くが不登校や登校しぶり、学校生活における

不適応などについてであり、自身のネガティブな感情と向き

合う相談者に寄り添う。面接室は周囲を気にせず落ち着いて

話ができる場所であり、相談中も相談後も秘密が守られるこ

と、何より相談者のためだけの時間と空間を保障している。

そのような環境であっても、なかなか言葉にならず、長い沈

黙が続くこともある。カウンセラーはこの沈黙にも意味があ

ると捉え、相談者が自発的に話し始めるのを静かに待つそう

だ。 

私自身も学校では生徒の悩みを聞き、保護者と話し合うな

ど、様々な状況の中で自分なりに相談に乗っているつもりだ

った。しかし、本当に心に寄り添い、気持ちを受け止めるこ

とができていたのかと考えさせられる。特に、「沈黙」には耐

えられず、傾聴・共感するどころか一方的に話をし、逆に聞

いてもらうような状態だったように思う。 

今、文部科学省からは「チームとしての学校」ということ

で、心理や福祉といった専門職を各学校に定数配置するとい

う方向性が示されている。「心理の専門家」と共に不登校、い

じめなどの支援や対応をしていく中で、“先生が「教育の専門

家」としてすべきこと、先生でなければできないことは何か”

心理の専門性に触れるたびに考えさせられる。 

     
   青少年相談センター所長 沢辺雅子 
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【魅⼒ある学校づくり調査研究事業より】 ※詳細については各中学校区のリーフレットをご参照ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あてはまる

２７％

どちらかと言え

ばあてはまる

51%
1

学校は楽しいですか？

どちらかと言えばあてはまらない

１８％

あてはまらない

４％

・日々の教育活動における教職員の実感と児童生徒との実感のズレを真摯

に受け止めることが必要。そのためには、児童生徒からの生活のアンケ

ート等を利⽤する。 

わかる喜びのある授業 

ひとりも新たな不登校を生まないためには 

【小・中共通の実践】 

◎エリアスタンダード（中学校区で統一した学習・生活のきまり） 

◎重点目標の設定（めあての明確化、話すスピード、振り返りの充実） 

【田名中学校】     【田名小学校】    【田名北⼩学校】    【夢の丘小学校】 

○キャンペーン活動   〇頑張りを認め合う   〇ぽかぽかタイム   〇夢スポ 

○チャレンジ学習会   〇わかる授業づくり   〇主体的な学び    〇協働の学び 

【小・中共通の実践】 

◎ステップアップキーワード（楽しい学校生活、主体的に考え参加する授業）の作成・活用 

◎授業における「⾒通し・振り返り」の徹底、「きく・聞く、聴く、訊く」の重点化 

◎望ましい⾏動を引き出し、褒めて強化。「自分っていいな」と思わせる評価の工夫 

【串川中学校】           【串川小学校】         【根小屋小学校】 

〇こんな姿いいよね！        〇自己有用感の獲得       〇なかマッチョ班の取組 

〇ベストマナー賞          〇どの子にもわかる授業づくり   〇合唱の取組  〇授業改善の取組 

〇⾒通しと振り返り、「聴くから訊く」へ                    〇地域との連携 

 

・担任 

・学年主任 

・児童支援専任 

・生徒指導主任 

・支援教育コーディネーター 

・養護教諭 

チーム学校 同僚性 

児童・⽣徒理解にもとづく教育活動（未然防止） 

不登校対策の⽬的に応じて２種類の「チーム学校」がある 

不登校数減少に向けて 取組の対象 主たる取組 ２つの「チーム学校」

前年度不登校では
なかった生徒

集団指導

新規数を抑制する

継続数を減少させる
前年度不登校で
あった生徒

教員に加え、
スクールｶｳﾝｾﾗｰ、
ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、

相談指導教室関係者等、
多職種による「チーム学

校」

教員の同僚性をいかした
「チーム学校」

個別支援

個別支援

上記のうち兆しの
見えた生徒

「あてはまる」と答えた児童生徒の割合のみに注目し、今後の教育活動の取組の仕掛けを検討する（でき

れば学期ごとに）。そうすることで「どちらかと言うとあてはまる」と答えた児童生徒にも目が向く。 

「その他大勢の子」に⽬を向けることで、新規不登校を出さない。 

【例えば・・・】 



 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングテレホン相談  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

講師に 

 

情報発信 

5月 25日（木）、「第 1回不登校を考えるつどい」を南区合同庁舎で開催しました。今回は「子どもに寄り
添う」をテーマとして、参加者が親役や子ども役となり、グループごとにロールプレイングを行いました。そ
の後、青少年教育カウンセラーを交えながら、グループごとに日頃の困り感などを出し合い、意見交換をしま
した。参加者からは、「自分の気持ちを出すことができ、楽になりました」「同じ状況の方々の意見が聞けてと
ても参考になりました」などの感想が寄せられました。 

不登校を考えるつどい 
 

保護者対象 

不登校対応セミナー 

 

 

教職員対象 

6月 12日（月）、第 1回不登校セミナーを相模丘中学校において開催しました。 
講師に国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター総括研究官中野澄先生 
にお越しいただき、「不登校の理解～未然防止・初期対応～」というテーマでご講演 
いただきました。参加者からは、「不登校の子どもだけではなく、その他大勢の子ど 
もを見取ったり声をかけたりして関係を作っていくことを今後の課題としたいと思 
います。」「未然防止という視点から課題を抱えている子どもの支援を考えることが 
できた。」「お話にとても共感しました。自ら話しかけてこない子どもにも声をかけ、 
学級を作っていきたいと思います。」などの感想がありました。 

学校の相談室では、こんなほっとする

時間が流れています。青少年教育カウ

ンセラーがそっと教えてくれました。 

Eメール相談（24時間受付） 

小学校の相談室では、休み時間にたくさんの子
どもたちが来室します。低学年の子どもは、「ここ
って、どんなところ？」「ゲームがたくさんある！
すごい～」と、好奇心や休み時間の遊び場として
来ることが多いです。３～４年生になってくると、
相談室の場所がどんなところか何となく分かって
くるのか、息抜きをしたい子や落ち着いて何かし
たい時に来る子たちが中心です。高学年になって
くると、「相談したいことがあるんだけど…」と来
る子など何か困ったことやモヤモヤした事がある
と来る子が多いという印象です。年齢が上がるに
つれて、相談室に対する子どもたちの認識が変わ
ってくることを子どもたちの成長とともに感じま
す。         

（Ｂカウンセラー） 

 

休み時間、たくさんの子どもたちが遊びに来ます。
トランプや UNO等のゲームをしたり、絵を描いた
り、「先生のお手伝いをする」といい、掲示物を一緒
に貼ってもらったり自由な時間です。相談室で過ご
す子どもの姿は活き活きとしており、私自身もとて
も楽しく大切な時間です。新年度に久しぶりに学校
相談室を開室すると、進級して新しいクラスの報告
をしてくれる子がいます。この 4月は「今年からは
委員会があって、相談室に遊びに行けなくなった。」
「高学年は忙しいからさ、まぁ、何かあったらまた
来るよ」と相談室利用を卒業すると宣言した子もい
ました。少し寂しい気もしますが、これが“成長”
なのだと感じています。週 1回の限られた時間を大
切にして、子どもたちの成長にほんの少しお手伝い
ができればと日々思いながら、活動しています。 
            （Ａカウンセラー）                   

 

その６６ 

月曜日～金曜日 15時 30分～21時 
土曜日     13時～17時 

※年末年始、祝祭日をのぞく 

最終受付：終了 15分前 

19才以下の人とその保護者 
（匿名での相談もお受けします。） 

℡042-755-2552 

土曜日も相談をお受けしています。 


